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第２号では、夏に実施した湯梨浜学園 SSHプログラム 

についてご紹介いたします。 

 

「海洋の環境保全プロジェクト」 

 

８月２日、山陰海岸ユネスコ世界ジオパークである岩美町

の海域にて、本校の中学１年生が SSH プログラムである「海

洋の環境保全プロジェクト」を実施しました。 

 

研修前半では、海上での石英斑岩の岩脈を観察するために、カ

ヤックの操作方法を学びました。岩場をくぐり抜けたり、波の動

きにあわせてバランスをとったりと最初は苦戦しましたが、すぐ

に慣れてカヤックのスキルが上達していきました。実地での浸食

窪や海岸の浸食過程の学習によって知見を深めることができ

ました。 

 

研修後半では、スノーケリング（シュノーケリング）と海洋生

物の観察を行いました。まずは、スノーケリングの仕方について

学び、その後、沖合に出て海中に生息するムラサキウニなどの海洋生物の個体数調査を行いました。最

近では、沿岸に発生したムラサキウニが海藻を食べ尽くすことから、その駆除を行っていることを学び

ました。海藻を守ることが、サザエやアワビなど他の生態を

守ることにつながるなど、生態系の仕組みや保全することの

大切さについて理解が深まりました。参加した生徒からは、

「鳥取県の海はもちろん、世界の海がいつまでもきれいなま

まであってほしい」という感想がありました。その願いを実

現するために、今後私たちは何をしていかなければならない

のかといった、新たな課題が見つかりました。 

 

本プロジェクトを通して、大地の成り立ちから私たち人間、

動植物とのつながりを学ぶことができました。地球資源を恒

久的に享受するためにはどうしたらよいのか、気候変動の影

響を緩和したり、自然災害の影響を軽減するといった、社会

が直面している重要課題への意識と理解を高める機会になっ

たことと思います。 



「令和 6 年度生徒研究発表会」 

 

令和 6 年度 SSH 生徒研究発表会に、代表団として生徒 5 名が参加し

ました。この大会は、全国 SSH 指定校およびその経験校が、日頃の探

究活動の成果をお互いに発表し、交流する場となっています。 

 

本校は「CLIL× SDGs で英語能力の向上と SDGs の理解を深める

ためには」というテーマで、高校 2 年河野向日葵さんが、SDGs17 の目標達成まであとわずかと迫って

きている世界の現状について分析し、オンライン英会話という手法を用いて、日本国側と発展途上国側

という 2 つの観点から、SDGs ひいては、今後の日本の教育の在り方について考察した研究を発表しま

した（画像はそのポスター）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校生徒は、2 日間を通して、プレゼンテーションスキルや質問に対

応するスキルなどの向上が見られました。また、他校の発表からも多く

の良い刺激を受けたようです。今後は、学んだことを周りの生徒に還元

することを期待しています。 
 

本校では、SSH 学校設定科目である 

「＊課題研究 stage-Ⅰ」という名称の授

業科目において、探究活動に取り組んでおり、その研究成果は校内に掲示

するとともに、校内外での発表会に積極的に参加しています。 

 
＊課題研究とは、知りたい・分かりたいと思う課題を見つけ、自ら実験や調査を行ってその課題を解決し、結果や結論を他者に伝える

までを含めた一連の学習形態のことをいう。 


